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お客様各位
この度は STIHL 社の製品をお買上げい
ただきまして誠に有難うございます。
この製品は、最新の製造技術と入念な
品質保証処置を施して製造されまし
た。 私共は、お客様がこの製品を支障
なく使用され、その性能に満足してい
ただくために最善の努力を尽くす所存
でおります。
ご使用の製品に関して御質問がおあり
の際は、お買上げの販売店あるいは直
接当社カスタマー サービスにお問い合
わせください。
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日本語
シンボルマークについて

機械に表示されているシンボルマーク
の意味は、本取扱説明書に説明されて
います。
対象の機種によっては、以下のシンボ
ルマークが機械に表示されている場合
があります。

段落の前に付いたシンボルや数字

警告
人に及ぼす事故やケガ、更に重大な物
的損傷に対する警告。

注記
本機本体あるいは構成部位の損傷に対
する警告。

技術改良

当社の信条として、常に自社製品の改
良を心がけております。この理由か
ら、製品の設計、技術、外観が定期的
に改良される場合があります。
このため、変更、修正、改良の種類に
よっては、本取扱説明書に記載されて
いない場合があります。

現地の安全規制、基準、条例を遵守し
てください。
本機で初めて仕事をする人は： STIHL 
サービス店または経験豊富なユーザー
に機械の操作方法を教えてもらうか、
その専門的な研修に参加してくださ
い。
未成年者はパワーツールを使用しない
でください。
作業場所に見物人、特に子供や動物を
近づけないでください。
パワーツールを使用しない時は、他人
に危険が及ばないように、スイッチを
切ってください。 無断で使用されない
ように、安全に保管してください。
他者およびその所有物に対して生じた
事故または危険に関しては、その一切
の責任をユーザーが負います。

はじめに

燃料タンク、ガソリンと
エンジンオイルの混合燃
料

デコンプバルブの操作

手動燃料ポンプ

手動燃料ポンプの操作

グリースチューブ

インテークエアー： 夏季
作業

インテークエアー： 冬季
作業

ハンドルヒーター

使用上の注意および作業方
法

カッティング アタッチメ
ントが非常に高速で回転
しますので、刈払機での
作業時には、人身事故の
危険を低減するために、
特別な安全措置が必要で
す。

初めて使用するときは取
扱説明書をよく読んで理
解し、必要なときに見ら
れるよう安全な場所に確
実に保管してください。 
取扱説明書を順守しない
と生命を脅かすようなケ
ガを負いやすくなりま
す。
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パワーツールを貸したり譲渡したりす
る場合は、取扱説明書を一緒に手渡し
てください。 本機の使用者が取扱説明
書の記載事項に精通していることを確
認します。
騒音を発するパワーツールの使用が、
国や地域の規則によって規制されてい
る場合があります。
パワーツールで作業する人は、十分に
休息をとり、身体的・精神的に健康で
なければなりません。
激しい労働に耐えられない体調の方
は、パワーツールの使用前にかかりつ
けの医師に相談してください。
ペースメーカーを付けている方にのみ
該当する注意点： 本パワーツールのイ
グニッション システムは、微量の電磁
界を発生します。 この電磁界がペース
メーカーに干渉する場合があります。 
当社では、ペースメーカーを使用して
いる方は健康上のリスクを低減するた
め、かかりつけの医師やペースメーカ
ーの製造業者に相談されることをお勧
めします。
アルコールや薬品などを服用した状態
では、パワーツールを使用しないでく
ださい。視力が低下し、動作や判断が
鈍くなる可能性があります。
お使いの刈払機は、装備されているカ
ッティング アタッチメントに適した
草、雑草、および類似するものの切断
にのみ使用してください。
これ以外の目的には使用しないでくだ
さい。事故の発生や機械の損傷の危険
が増大します。 非常に危険なので、パ
ワーツールにはいかなる改造も加えな
いでください。事故の誘因となり本機
を損傷する恐れがあります。

当社がこの刈払機への使用を明確に承
認した、または同等の仕様に基づいた
カッティング アタッチメントおよびア
クセサリーだけを取り付けてくださ
い。 これに関して不明な点がある場合
は、STIHL サービス店へお問い合わせ
ください。 高品質のツールおよびアク
セサリーのみを使用して、事故および
本機の損傷を回避してください。
当社は、STIHL 純正のツールとアクセ
サリーのご使用をお勧めします。 これ
らは、お客様の製品およびご使用にな
る性能要件に合わせて、特別に設計さ
れています。
人身への傷害の危険性を増加させるこ
とがあるので、いかなる方法でも機械
を改造しようとしないでください。 
STIHL は、承認されていないアタッチ
メントを使用した際の人的傷害および
物的損害に対しては一切保証を行いま
せん。
本機の清掃に高圧洗浄機を使用しない
でください。 強力な水の噴流が、本機
の部品を損傷する恐れがあります。
本パワーツールに取り付けられたデフ
レクターで、カッティング アタッチメ
ントによる飛散物 ( 石、ガラス、ワイ
ヤなど ) すべてからは、作業者を守れ
ない場合があります。 飛散物が作業者
の方向に飛び、当たる恐れがありま
す。

衣服と装備

規定に沿った作業服と装備を身に付け
てください。

警告

顔面シールドを着用し、正しくフィッ
トしていることを確認してください。 
顔面シールドのみでは、適切な目の保
護ができません。
イヤープロテクターを着用してくださ
い。例えば防音用耳栓など。

衣服は、作業しやすく作
業の妨げにならないこと
が必要です。 作業用のコ
ートではなく、身体にぴ
ったりしたオーバーオー
ルと上着を組み合わせた
安全作業服を、着用して
ください。

枝、藪、機械の可動部な
どに引っかかる物を、身
に付けないでください。 
スカーフ、ネクタイ、装
身具を身に付けないでく
ださい。 長い髪は後ろで
束ね、引っかからないよ
うにしてください ( ヘア
ネット、帽子、ヘルメッ
トに押し込むなど )。

靴底が滑らず、頑強な作
りの靴を履いてくださ
い。

目の負傷の危険性を低減
するため、EN 166 基準
に準拠したしっかりとフ
ィットする安全眼鏡を着
用してください。安全眼
鏡が正しくフィットして
いることを確認してくだ
さい。
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STIHL では、作業者の防護のために各
種の作業服や装備をご用意していま
す。

パワーツールの運搬

常にエンジンを停止します。
ドライブ チューブまたはループ ハンド
ルでバランスを取りながら、正しく運
搬してください。
乗り物で運搬する時： パワーツールが
倒れたり、燃料が流れ出たり、破損し
ないように、固定してください。

給油

給油前にエンジンを停止してくださ
い。
エンジンがまだ熱いうちは給油しない
でください - 燃料が流れ出て火災を起
こす危険があります。

燃料キャップは、燃料が吹き出さずに
圧力がゆっくりと抜けるようゆっくり
開けてください。
給油は風通しの良い場所で行ってくだ
さい。 燃料が本機にこぼれた場合は必
ず拭き取ってください - 衣服に付いた
場合は直ちに着替えてください。

これにより、エンジンの振動によって
燃料タンクキャップが緩んで燃料が漏
れる危険を低減できます。
重傷または命にかかわる火傷を回避す
るため、燃料が漏れていないか注意し
てください。 漏れている場合は修理す
るまでエンジンを始動しないでくださ
い。

始動前

パワー ツールが正しく組み立てられ、
良好な状態になっているかチェックし
ます - 本取扱説明書の関連項目を参照
してください。
– 燃料システムに漏れがないか点検

します。特にタンク キャップ、ホ
ース接続部や手動燃料ポンプ ( 機
械に取り付けられている ) などの、
目に見える部品を特に注意深く点

検します。 漏れや損傷がある場合
は、エンジンを始動しないでくだ
さい - 火災の危険性があります。 再
度使用する前に、機械の修理をサ
ービス店に依頼してください

– 各機種に組み合わせが承認されて
いるカッティング アタッチメン
ト、デフレクター、ハンドルおよ
びハーネスのみを使用している
か。 すべての部品は、適正にしっ
かりと組み立てられている必要が
あります。 ケガの危険をできるだ
け避けるため、決して金属カッテ
ィング アタッチメントを使用しな
いでください。

– スライドコントロール / ストップス
イッチがスムーズに STOP または 
0 位置に移動できるか。

– スロットル トリガー ロックアウト 
( 装備されている場合 ) およびスロ
ットル トリガーがスムーズに作動
するか - スロットル トリガーは自
動的にアイドリング位置に戻らな
ければなりません。

– スパーク プラグ ターミナルがしっ
かりと差し込まれているかチェッ
クします - 緩んでいる場合は火花
が発生することがあり、可燃性の
ガスに引火する可能性がありま
す。

– カッティング アタッチメントが正
しく取り付けられているか、状態
が良好か点検します。

– 安全装置 ( カッティング アタッチ
メント用デフレクターなど ) に損
傷や磨耗がないか、点検してくだ
さい。 傷んだ部品は、必ず交換し
てください。 デフレクターが損傷
している機械を、絶対に使用しな
いでください。

耐性素材 （革など）でで
きた、丈夫な保護手袋を
着用してください。

ガソリンは非常に簡単に
着火します。 火気を避け
てください。 燃料をこぼ
さないでください - 喫煙
しないでください。
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給油の後は、燃料タンク
のキャップをできるだけ
しっかりと閉めてくださ
い。
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– 操作部や安全装置に改造を加えな
いでください。

– パワーツールを安全に操作するた
め、ハンドルは乾いた清潔な ( オ
イルや汚れのない ) 状態に保ちま
す。

– ハーネスとハンドルを自分の身長
や手の長さに合うよう調整しま
す。

事故の原因となりますので、損傷した
り、正しく取り付けられていないパワ
ーツールは使用しないでください。
肩掛けベルトまたはフルハーネスを使
用する場合： 非常時に備えて、パワー
ツールを外して地面に降ろす練習をし
てください。 この練習中に本機を地面
に投げ下ろして損傷しないようにして
ください。

エンジンの始動

給油した場所から少なくとも 3 m 離れ
て始動します。戸外に限ります。
機械を開けた場所の安定した地面に置
いてください。 バランスと安定した足
場に配慮してください。 機械をしっか
りと持ちます。 エンジン始動時にカッ
ティング アタッチメントが作動する恐
れがありますので、地面や障害物に触
れないようにしてください。
パワーツールは一人で操作します。 飛
散物でケガしないように、作業範囲半
径 15m 以内には第三者を入れないでく
ださい - 始動時にも厳守してください。

エンジンの落としがけをしないでくだ
さい - 取扱説明書に従って始動してく
ださい。

アイドリング回転の設定を確認しま
す： カッティング アタッチメントは、
エンジンがアイドリング回転でスロッ
トルトリガーを放している時は、回転
してはいけません。
着火しやすい材質 ( 例えば、木屑、樹
皮、乾燥した草、燃料など ) は高温の
排気の流れや熱いマフラー表面から遠
ざけてください。火災の危険がありま
す。

機械の保持と操作

必ず両手でパワーツールのハンドルを
しっかりと保持します。
バランスと安定した足場を確保してく
ださい。

ループ ハンドルを左手で、コントロー
ル ハンドルを右手で握ります。左利き
でも同様です。

作業中

差し迫った危険や緊急の場合、スライ
ド コントロール / 停止スイッチを 
STOP または 0 に動かして、速やかに
エンジンを停止します。

カッティング アタッチメントは物体を
噛んで、遠くまで飛ばしてケガの原因
となることがあります - このため、作
業者の位置から半径 15 メートル以内に
誰もいないことを確認します。 また、
所有物を破損する危険を低減するた
め、他の機材 （車両、窓など）からも
上記の距離を保ってください。 15 メー
トル以上の距離を保っても、危険性が
なくなるわけではありません。
スロットル トリガーを放した時にカッ
ティング アタッチメントが確実に停止
するためには、エンジンのアイドリン
グが正しい回転数であることが重要で
す。
定期的にアイドリング回転の設定を確
認および修正してください。 エンジン
のアイドリング回転時にカッティング 
アタッチメントが回転し続ける場合、
STIHL サービス店に点検を依頼してく
ださい。
滑りやすい状態に特に注意してくださ
い ( 氷、濡れた地面、雪、傾斜や凸凹
のある地面 ) 。
障害物に注意： 木の根、溝、穴、ゴミ
などつまずきそうな障害物に注意して
ください。

ケガの危険をできるだけ
避けるために、カッティ
ング アタッチメントに触
れないでください。

スロットル トリガーを放
しても、カッティング ア
タッチメントは短時間作
動し続けます - フライホ
イール効果によるもので
す。
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バランスと安定した足場を確保してく
ださい。
常に地面の上で作業して、はしご、作
業台、その他の不安定なサポートの上
で作業しないでください。
イヤー プロテクターをつけている場合
は、より大きな注意力が必要です。危
険を告げる音、叫び声、警笛などが聞
こえにくくなるからです。
事故が発生しやすくなりますので、疲
労が蓄積しないように、適切な時期に
休息をとってください。
日中で十分な視界のある場所で、冷静
かつ思慮深く作業してください。 他人
に危険が及ばないよう作業します。

溝、窪地、あるいは狭い場所で作業す
るときは、十分な換気に配慮してくだ
さい。 これにより、有毒ガスを吸引す
ることによる重傷や致命的なケガを負
う危険を低減できます。
事故の発生を防ぐために、気分が悪
い、頭痛、視覚障害 ( 視野狭窄など )、
聴覚障害、めまい、注意散漫などの状
態になった場合は、作業を即座に中止
してください。 他の可能性は別とし
て、これらの症状は、作業場に過度に
高濃度の排気ガスが存在する場合に、
発生することがあります。

機械は最小限の音と排気ガスが出るよ
うに操作してください - 不必要にエン
ジンを始動せず、作業時のみエンジン
を加速します。
火災の危険性がありますので、作業中
及び機械の近くでは喫煙は避けてくだ
さい。 燃料システムから、発火しやす
いガソリン蒸気が漏れている恐れがあ
ることにご注意ください。
作業中に発生する塵埃、蒸気、煙は健
康を害する恐れがあります。 作業範囲
に塵埃や煙が非常に多い場合、防塵マ
スクを着用してください。
パワーツールに強い衝撃が加わったり
落下するなど、設計強度を超える異常
な負荷がかかった場合は、パワーツー
ルが良好な状態にあることを、作業を
続ける前に必ず確認してください - 
「始動前」の項も参照してください。
特に燃料システムに漏れがないことを
確認し、安全装置が正しく機能してい
ることを確認してください。 お使いの
パワーツールに損傷がある場合は、作
業を続けないでください。 不明な場合
は、STIHL サービス店にお問い合わせ
ください。
始動スロットル位置でパワーツールを
操作しないでください - この位置では
エンジン回転を制御できません。

作業が困難で繁茂した場所で作業する
場合は特に注意してください。
茂みや生垣の下を刈り込む場合： カッ
ティング アタッチメントと地面の間隔
を最低でも 15 cm 保持して、小動物に
危害を与えないようにしてください。
パワーツールから離れる場合： エンジ
ンを停止します。
作業中は定期的に短い時間間隔で、ま
たは切断動作に目立った変化が認めら
れる場合は直ちに、カッティング アタ
ッチメントを点検します：
– エンジンを停止し、 機械をしっか

りと持って、カッティング アタッ
チメントを地面に押し付けて止め
ます。 

– 状態、締め付け具合、クラックの
有無を点検します。

– 表面上でもカッティング アタッチ
メントに亀裂が認められたら、即
座に交換してください。

定期的に草木の切れ端を、カッティン
グ アタッチメントの取り付け部から取
り除いてください - カッティング アタ
ッチメントとデフレクター上の蓄積物
を取り除きます。
ケガの危険を回避するために、カッテ
ィング アタッチメントの交換前にエン
ジンを停止します。

エンジン運転中は機械か
ら有毒な排気ガスが出ま
す。 このガスは、無臭で
目に見えないことがあ
り、未燃焼の炭化水素と
ベンゼンを含んでいるこ
とがあります。 室内や換
気状態の悪い場所では、
絶対にエンジンをかけな
いでください。触媒コン
バータが装着されている
機種でも同様です。

飛散物によるケガ
の危険を低減する
ため、使用するカ
ッティング アタッ
チメントの型式に
合ったデフレクタ
ーなしでは、パワ
ーツールを作動さ
せないでくださ
い。

作業場所を点検してくだ
さい。 石、金属やその他
の固形物が 15 メートル
以上飛散して、人身傷害
を起こすことや、カッテ
ィング アタッチメントお
よび他の機材 ( 駐車中の
自動車、窓 ) を損傷する
ことがあります。
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損傷したあるいは亀裂の入ったカッテ
ィング アタッチメントに、溶接、真直
ぐにする、曲げ直し （アンバランスに
なる） などの修理を行なったり、使用
し続けたりしないでください。
カッティング アタッチメントの破片が
飛散して、高速で作業者や第三者に当
たり、重傷あるいは死亡事故を招く原
因となることがあります。

草刈ヘッドを使用する場合

ナイロンラインが承認されている長さ
に確実に自動的に調整されるように、
適正にライン制限ブレードが取り付け
られたデフレクターだけを使用しま
す。
ケガの危険を低減するため、手動調整
可能草刈ヘッドのナイロン ラインを手
動で調整する前に、必ずエンジンを停
止してください。
長すぎるナイロン カッティング ライン
付き機械の使用は、エンジンの作動速
度を下げます。 さらに、クラッチがい
つまでもかみ合わず、その結果として
重要なコンポーネント ( クラッチ、ポ
リマー ハウジング コンポーネントなど
) を過熱して損傷します - また、エンジ
ンのアイドリング回転時にカッティン
グ アタッチメントが作動することによ
り、ケガの可能性が増加します。

振動

チェンソーを長時間使用した場合に
は、振動の影響により手の血行不良が
生じることがあります ( 「白ろう病」
)。
以下をはじめ、多くの事柄が影響する
ため、一般的な使用時間の設定は不可
能です。常に各国の安全規制、基準、
条例をお守りください。

以下の対策をとると使用時間を延長で
きます：
– 手の防護 ( 暖かい手袋 )
– 休憩を取りながら作業する
以下の場合には使用時間を短くしま
す：
– 血行不良の特殊体質 ( 症状：指が頻

繁に冷たくなる、指が疼く )。
– 低い外気温。
– ハンドルを掴む力の強さ ( 掴む力が

強いと血行が低下します )。
機械を日常的に長時間使用したり、該
当する症状 ( 指のしびれ等 ) が繰り返
し発症する時は、医師による診断をお
薦めします。上記のいずれかの症状が
現れたら ( 指が疼くなど )、医師にご相
談ください。　

整備と修理

定期的に本機を整備してください。取
扱説明書に書かれている整備や修理だ
けを行ってください。その他すべての
作業は STIHL サービス店に依頼してく
ださい。
当社では整備や修理を、認定を受けた 
STIHL サービス店のみに依頼されるこ
とをお勧めします。STIHL サービス店
には定期的にトレーニングを受ける機
会が与えられ、必要な技術情報の提供
を受けています。
高品質の交換部品のみを使用して、事
故および本機の損傷を回避してくださ
い。これに関して不明な点がある場合
は、STIHL サービス店へお問い合わせ
ください。

当社では STIHL 純正の交換部品のご使
用をお勧めします。これらは、お客様
の機種およびご使用になる性能要件に
合わせて、特別に設計されています。
ケガの危険を回避するため、本機の保
守、修理、または掃除を実行する前
に、エンジンを必ず切ってください。
－ 例外 : キャブレターおよびアイドリ
ング回転数の調整時は例外です。
スパーク プラグ ターミナルまたはスパ
ーク プラグを外した状態でスターター
を操作する場合は、スライド コントロ
ール / 停止スイッチを STOP または 0 
の位置にしてください。火花が飛んで
火災を起こす危険があります。
火災の危険性を回避するため、火気の
近くで修理したり、保管したりしない
でください。
燃料フィラー キャップにもれがないか
定期的に点検してください。
当社で承認されたタイプで、支障なく
作動するスパーク プラグだけを使用し
てください。( 「技術仕様」の項を参照
)
イグニッション ケーブルに異常がない
こと ( 良好な絶縁状態、接続の確実性 )
を確認してください。
マフラーに異常が無いことを確認して
ください。
火災の危険や聴覚障害を避けるため
に、破損したマフラーを取付けたま
ま、あるいはマフラーがないまま作業
しないでください。– 
高温のマフラーに触れて、火傷しない
ようにしてください。
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カッティング アタッチメントおよびデ
フレクター

安全上の理由から、機種固有の取扱説
明書で承認されているカッティング ア
タッチメント、デフレクター、ハンド
ルおよび肩掛けベルトの組み合わせの
みを使用してください。
カッティング ヘッドは、カーブ ドライ
ブ チューブおよびループ ハンドル付き
刈払機のみに使用できます。

デフレクター上の記号

矢印は、カッティング アタッチメント
の回転方向を示しています。

ナイロンラインを装備したカッティン
グ ヘッド

ナイロンラインにより、フェンス柵や
木などの周囲の縁取りやトリミングを
きれいにソフトにカットできます - 樹
皮はほとんど傷付きません。

警告
ケガの危険を低減するために、決して
ナイロンラインの代わりに金属製ワイ
ヤーを使用しないでください。

ポリマー ブレード付き STIHL PolyCut 
6-3 カッティング ヘッド

牧草の茂った草木の刈り込み用 ( 生垣、
フェンス、木々などの障害物がない場
合 )
PolyCut カッティングヘッドの整備に
関する注意事項を遵守してください。
磨耗限度マークに注意してください！
磨耗限度マークは PolyCut のベースに
記載されています。
PolyCut 6-3 の使用停止基準は、円形の
穴の１つ (1、矢印 ) が目視できるよう
になるか、突き出た縁 (2、矢印 ) が磨
耗したときです。新しいカッティング 
ヘッドを取り付けます。

警告
磨耗限度マークを無視すると、カッテ
ィング ールが粉々に破損して、作業者
や見物者の方向に飛散する危険があり
ます。
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飛散するブレードでケガする事故の危
険を低減するために、石、金属などの
硬質の物質に触れないようにします。
PolyCut ブレードに亀裂がないことを
定期的に点検します。ブレードのうち
１個に亀裂が認められたら、かならず
すべてのブレードを交換します。
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承認された組み合わせ

使用するカッティングアタッチメント
に合わせて、表から適切な組み合わせ
を選択してください。

警告
安全上の理由で、これ以外の組み合わ
せは許可されていません -  事故が発生
するおそれがあります。

カッティングアタッチメント

草刈ヘッド

1 STIHL オートカット C 5-2
2 STIHL オートカット 5-2
3 STIHL オートカット C 6-2
4 STIHL デュロカット 5-2
5 STIHL ポリカット 6-3

デフレクター

6 ブレード付きデフレクター、草刈
ヘッド用

ハンドル

7 ループハンドル

肩掛けベルト

8 肩掛けベルトの使用可能

組み合わせ可能なカッティング アタッチメント、デフレクター、ハンドルおよびハーネス

カッティングアタッチメント デフレクター ハンドル ハーネス
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ループ ハンドルは、2 つの異なったバ
ージョンで提供されます。

バージョン A

ループ ハンドルの取り付け

N ループ ハンドル (1) を、コントロ
ール ハンドル (2) の前方、約 15 cm 
(6 インチ )(A) の位置で、ドライブ 
チューブに取り付けます。

N クランプ (3) をドライブ チューブ
に合わせ、ループ ハンドルに押し
込みます。

N 四角ナット (4) をループ ハンドル
に取り付けます。

N 反対側からスクリュー (5) を差し込
み、しっかりと締め付けます。

ループ ハンドルをもっとも快適な位置
に調整します。
N スクリュー (5) を緩めます。
N 必要に応じて、ループ ハンドルを

ドライブ チューブに沿って移動さ
せます。

N スクリュー (5) をしっかりと締め付
けます。

バージョン B

新しいパワーツールは、ドライブ チュ
ーブにループハンドルを取り付けた状
態で工場から出荷されますが、お使い
になる要件を満たすように、位置を調
整する必要があります。
ループハンドルの位置を調整します。

N コンビネーション レンチを使用し
てスクリュー (1) を緩めます。

N ハンドルを垂直位置に回します。

作業者の身長と手の長さ、および用途
に応じて距離 (A) を変更して、ループ 
ハンドルを調整できます。
アドバイス： 距離 (A)： 約 15 cm (6 イ
ンチ )
N ハンドルを必要な位置にずらしま

す。
N ハンドルがドライブ チューブ上で

回転しないように、コンビネーシ
ョン レンチでスクリューを締め付
けます。

ループ ハンドルの取り付け
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N デフレクター (1) をクランプ (2) に
止まるまで押し込みます。

N ナット (3) をデフレクターの六角溝
に差し込みます - 穴を確実に揃え
ます。

N スクリュー (4) を差し込み、しっか
りと締め付けます。

パワーツールを地面に置く

N エンジンを停止してください。
N ループ ハンドルを下側に、シュラ

ウドを下方向に向けて、出力シャ
フトを上方向に向けて、刈払機を
置きます。

スラストプレート

スラストプレート (1) は、デュロカッ
ト 5-2 とポリカット 6-3 に同梱されて
います。スラストプレートはこれらの
草刈ヘッドにのみ必要です。
STIHL オートカット 5-2 草刈ヘッド、
STIHL オートカット C 5-2 草刈ヘッド
N 取り付けられている場合は、スラ

ストプレート (1) をシャフト (2) か
ら引き抜きます。

STIHL デュロカット 5-2 草刈ヘッド、
STIHL ポリカット 6-3 草刈ヘッド
N スラストプレート (1) をシャフト 

(2) に差し込み、外部六角形 (4) を
六角溝 (3) にかみ合わせます。

デフレクターの取付け
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カッティング アタッチメン
トの取付け
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シャフトの固定

N シャフトを固定するために、適切
な工具 (5) をデフレクターとスラス
トプレートの穴 (6) に挿入します - 
必要に応じてスラストプレートを
左右に回します。

スクリュー取付部付き草刈ヘッドの取
り付け

草刈ヘッドの取扱説明書を、安全な場
所に保管してください。

N 草刈ヘッドを、シャフト (1) 上で反
時計回りに止まるまでねじ込みま
す。

N シャフトの固定
N 草刈ヘッドをしっかりと締め付け

ます。

注記
シャフト固定用ツールを抜き取りま
す。

草刈ヘッドの取り外し

N シャフトの固定
N 草刈ヘッドを反時計回りに回して

外します。

スクリュー装着部なしの草刈ヘッドの
取り付け

草刈ヘッドの取扱説明書は安全な場所
に保管してください。

STIHL オートカット 5-2

N 草刈ヘッド (2) にスプリング (1) を
取り付けます。

N カッティングライン (3) をスプール 
(4) に巻きます。

N ナイロンラインをスリーブに通
し、スプールをヘッドに取り付け
ます。

個々の手順は付属する取扱説明書に記
載されています。
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N 草刈ヘッド (2) をシャフト (5) に差
し込み、外部六角形 (6) を六角溝 
(7) にかみ合わせます。

N キャップ (8) を草刈ヘッドに取り付
けます - 止まるまでシャフトに時
計回りにねじ込み、しっかりと締
め付けます。

STIHL オートカット C 5-2

N 草刈ヘッド (2) をシャフトに差し込
みます - オートカット 5-2 と同様で
す。

N スプール (9) を時計回りに回転さ
せ、両方の矢印の先端を合わせま
す - この位置でスプールを固定し
ます。

N キャップ (8) をスプールに差し込
み、止まるまで押し込みながら時
計回りに回転させます。

N 抵抗が感じられるまでキャップを
回し、手でしっかりと締め付けま
す。

STIHL ポリカット 6-3

N スラストプレートをシャフトに取
り付けます。

N ナット (10) を草刈ヘッドに差し込
みます。

N 草刈ヘッド (11) を止まるまでシャ
フト (5) に時計回りにねじ込みま
す。

N シャフトを固定します。
N 草刈ヘッドをしっかりと締め付け

ます。

警告
取り付けナットが緩くなりすぎた場合
は、新しいナットに交換してくださ
い。

注記
シャフト固定用工具を抜き取ります。
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草刈ヘッドの取り外し

STIHL オートカット

N 草刈ヘッドを確実に保持します。
N キャップを反時計方向に回転させ

ます。

STIHL ポリカット

N シャフトを固定します。
N 草刈ヘッドを反時計回りに回転さ

せて取り外します。

エンジンには、ガソリンと 2 サイクル
エンジン用オイルの混合燃料が必要で
す。

警告
健康を害しますので、ガソリンに直接
肌を触れたり、ガソリンの蒸気を吸い
込まないようにしてください。

STIHL モトミックス (MotoMix)

当社は STIHL モトミックス (MotoMix) 
のご使用をお勧めします。 この既製の
混合燃料はベンゼンや鉛を含まず、高
オクタン価で常時、適正な混合率を保
ち、安心してご使用いただけます。
STIHL モトミックス (MotoMix) は、
STIHL HP ウルトラ 2 サイクル エンジ
ン オイルを使用しており、優れたエン
ジン長寿命が得られます。 
STIHL モトミックス (MotoMix) が販売
されていない市場もあります。

燃料の混合

注記
規定されている以外の不適切な燃料や
オイル、または混合比率を使用される
と、エンジンに重大な損傷を生じるこ
とがあります。 低品質のガソリンある
いはエンジンオイルは、エンジン、オ
イル シール、燃料ホース、および燃料
タンクを損傷することがあります。

ガソリン

無鉛と有鉛にかかわらず、最低オクタ
ン価 90 の高品質ブランドのガソリンだ
けを使用してください。
触媒コンバータを装備した機械には、
必ず無鉛ガソリンを使用してくださ
い。

注記
鉛含有ガソリンを燃料タンク数回分使
用した場合、触媒効果は大幅に低下し
ます。
エタノール濃度が 10% 以上のガソリン
は、手動調整可能キャブレター付きエ
ンジンで、動作上の問題を引き起こす
ことがあります。そのようなエンジン
には使用しないでください。
M トロニック を搭載しているエンジン
は、エタノール濃度最大 25% までのガ
ソリン (E25) で動作するときに、最大
の出力を発揮します。

エンジン オイル

高品質の 2 サイクル エンジン オイルの
み、できれば、STIHL HP、HP スーパ
ー、または HP ウルトラ エンジン オイ
ルを使用します。これらは、STIHL エ
ンジン用に特別に設計されています。 
HP ウルトラは、高い性能と長いエン
ジン寿命を保証します。
一部の市場では、これらのエンジン オ
イルを入手できません。
触媒コンバータを装備した機種で使用
する混合燃料には、STIHL 2 サイクル 
エンジン オイル 50:1 だけを使用してく
ださい。

燃料
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混合比率

STIHL 50: 1 2 サイクル エンジンオイル
の場合： 50:1 = ガソリン 50 + オイル 1

例

N 燃料の保管には承認された容器を
使用してください。 燃料容器に先
ずオイル、その後にガソリンを入
れて、充分に混ぜ合わせます。

燃料の保管

燃料は、承認された安全タイプの燃料
容器に入れて、乾燥した、涼しい、安
全な、太陽や照明から保護された場所
に保管してください。
混合燃料は時間の経過と共に劣化しま
す - 数週間で使い切る分だけ混合して
ください。 混合燃料を 30 日以上保管し
ないでください。 照明や太陽の直射や
過酷な高低温では、混合燃料の劣化が
加速されます。
STIHL モトミックスは、問題なく最長 
2 年間保管することができます。
N 給油する前に混合燃料の入った携

行缶をよく振ってください。

警告
携行缶内で圧力が生じている可能性が
あるので、慎重に開けてください。
N 燃料タンクと携行缶は、時々十分

に洗浄してください。
残ったガソリンと洗浄に使用した液体
は、その地域の規定と環境要件に従っ
て適切に処理してください。

N 給油する前に、汚れがタンクの中
に入るのを防ぐため、フィラー キ
ャップとその周りをきれいにして
ください。

N フィラー キャップが上を向くよう
に機械を置きます。

N フィラー キャップを開きます。
給油の際には燃料をこぼしたり、あふ
れさせないでください。当社では 
STIHL フィラー ノズル （特殊アクセサ
リー）の使用をお勧めします。

警告
給油の後は、フィラー キャップをでき
る限りしっかりと手で閉めてくださ
い。

ガソリン STIHL 2 サイクルオイ
ル 50:1 

リットル リット
ル

(ml)

1 0.02 (20)
5 0.10 (100)
10 0.20 (200)
15 0.30 (300)
20 0.40 (400)
25 0.50 (500)

給油
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日本語
操作部

1 ストップ スイッチ
2 スロットル トリガー ロックアウト
3 スロットル トリガー
4 スロットル トリガーのトング
5 キャッチ

停止スイッチの位置

6 I － 通常運転の位置 － エンジン運
転中または始動可能。

7 0Stop - エンジンが停止 - イグニッ
ションがオフの状態。

始動

N ストップ スイッチを I に移動しま
す。

N スロットル トリガー インターロッ
クを押し下げ、そこで保持しま
す。

N トング (4) のキャッチがハウジング 
( 矢印 ) とかみ合うまでスロットル 
トリガーを握ります。

N スロットル トリガー、トング、ト
リガー ロックアウトの順で放しま
す。 これが始動スロットルの位置
です。

N チョーク レバー (8) を次のように
セットします。

N 手動燃料ポンプ (9) を最低 5 回押し
てください - ポンプに燃料が充填
されている場合でも、同様の操作
を行います。

エンジンの始動と停止
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g エンジンが冷えている場合
e 暖機スタートの場合 - エンジンの

始動後、温まりきっていない場合
もこの位置を使用します。
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日本語
始動操作

N 機械を地面に置きます： エンジン 
サポートとデフレクターを地面に
しっかりと当てます。

事故の発生を防ぐために、カッティン
グ アタッチメントが地面あるいはその
他の物体と接触していないことを確認
します。
N 立つか、かがむか、ひざまずい

て、安定した足場を確保します。
N 機械を左手で地面上にしっかり固

定して、押し付けます - 親指をフ
ァン ハウジング下方に向けて握り
ます - スロットル トリガーやトリ
ガー ロックアウトに触れないよう
にしてください。

注記
ドライブ チューブに足を載せたりひざ
まずいたりしないでください。

N 右手でスターター グリップを握り
ます。

N スターター グリップをゆっくり引
き、かみ合った感じがしたら、素
早く勢い良くグリップを引っ張り
ます。

注記
スターター ロープは最後まで引き出さ
ないでください - 切れる恐れがありま
す。
N スターター グリップを急に放さな

いでください。 手を添えてハウジ
ングにゆっくりと巻き込むとスタ
ーター ロープは正しく巻き込まれ
ます。

N 始動操作を続けます。

エンジンが初爆したら

N 最高でも 5 回引っ張ったら、チョ
ーク レバー (8) を e に移動し、

N 始動操作を続けます。

エンジンがかかったらすぐに

N スロットル トリガーを握ってトン
グを解除します。エンジンがアイ
ドリング回転数で安定します。

警告
キャブレターが適正に調整されている
ことを確認します。 エンジンのアイド
リング回転時に、カッティング アタッ
チメントが回転しないようにしてくだ
さい。
これで機械の使用準備が完了しまし
た。

エンジンの停止

N 停止スイッチを 0 に動かします。 

エンジンがかからない場合

チョーク レバー
エンジンが初爆した後すぐにチョーク
レバーを e の位置に動かさないと、燃
焼室に燃料を吸い込みすぎてしまいま
す。
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日本語
N チョークレバーを e  にセットし
ます。

N 停止スイッチを I に動かし、ロック
アウト レバーおよびスロットル ト
リガーを始動スロットル位置に動
かします。

N スターター ロープを素早く引っ張
って、エンジンを始動します - 10 
回から 20 回必要なことがありま
す。

それでもエンジンがかからない場合
N 停止スイッチを 0 に動かします。
N スパーク プラグを取り外します - 

「スパーク プラグ」を参照してく
ださい。

N スパーク プラグを乾かします。
N 燃焼室の換気のため、スターター

を数回引っ張ります。
N スパーク プラグを再び取り付けま

す - 「スパーク プラグ」を参照し
てください。

N ストップ スイッチを I に移動しま
す。

N チョークレバーを  e にセットし
ます。エンジンが冷えている場合
も同様です。

N エンジンを再始動します。

燃料タンクが完全に空になった場合

N 再給油したら、手動燃料ポンプに
燃料が充填されている場合でも、
燃料ポンプを最低 5 回押してくだ
さい。

N チョーク レバーを、エンジン温度
に合わせてセットします。

N エンジンを再始動します。

ならし運転

新品の機械は、最初の燃料 3 タンク分
の間は、高速回転 ( 無負荷でフルスロ
ットル ) で運転しないでください。こ
れでならし運転中の不要な高負荷を避
けます。すべての動く部品は、ならし
運転中になじんでくるので、この期間
はエンジンの摩擦抵抗が大きくなって
います。エンジンの最高出力を発揮で
きるのは、タンク 5 ～ 15 回分の使用後
となります。

作業中

長時間のフルスロットル運転後は、し
ばらくの間アイドリングしてエンジン
の熱を冷却風で放熱してください。組
み込まれている部品 ( イグニッション
やキャブレター ) を熱から守るためで
す。

作業後

短期間使用しない場合：エンジンが冷
えるまで待ちます。燃料タンクを空に
して、次の使用時まで火気のない乾燥
した状態で保管します。長期間に未使
用の場合は、「機械の保管」を参照し
てください。

エンジンの出力が著しく低下した場合

N チョーク レバーを g にセットし
ます。

N タブ (1) を押し込み、フィルター 
カバー (2) を下に回します。

N フィルターの周りに付着した汚れ
を取り除きます。

作業中の注意事項 エアーフィルターの掃除
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日本語
N フェルト エレメント (3) をフィル
ター ハウジング (4) から外し、交
換します - 一時的な対処法として
手でたたいたり、風を吹き付けて
掃除します - 洗浄はしないでくだ
さい。

N 破損した部品は交換してくださ
い。

N フェルト エレメント (3) をフィル
ター ハウジング (4) に取り付けま
す。

N フィルター カバーを閉じ、正しい
位置にかみ合うようにします。

基本情報

キャブレターは工場出荷時に標準設定
されています。
この設定で、ほとんどの運転状況で最
適な混合気が得られます。

準備

N エンジンを停止します。
N カッティング アタッチメントを取

り付けます。
N エアー フィルターを点検し、必要

な場合は掃除あるいは新品と交換
します。

異なる標準設定 

工場で異なるキャブレターが取り付け
られています。 これらのキャブレター
は異なる標準設定が必要になります。

FS 38 2-MIX

N 高速調整スクリュー (H) を反時計
方向に止まるまで回します ( 最高
でも 3/4 回転 )。

N 低速調整スクリュー (L) を時計方向
に、その台座に当るまで慎重に回
します。その後、3/4 回転戻しま
す。
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日本語
FS 38

N 高速調整スクリュー (H) を時計方
向に、止まるまで慎重に回しま
す。その後、2 回転戻します。

N 低速調整スクリュー (L) を時計方向
に、止まるまで慎重に回します。
その後、1 1/2 回転戻します。

アイドリング回転の調整

N 標準設定を行います。
N エンジンをかけて暖機します。

アイドリング回転中にエンジンが停止
する

N アイドリング スピード調整スクリ
ュー (LA) を、エンジンがスムース
に作動するまで、時計回りにゆっ
くりと回します - カッティング ア
タッチメントが回転してはいけま
せん。

アイドリング回転中にカッティング ア
タッチメントが動く場合は

N アイドリング スピード調整スクリ
ュー (LA) を、カッティング アタッ
チメントが停止するまで反時計方
向に回した後、さらに 1/2 から 1 
回転、同じ方向に回します。

警告
エンジンのアイドリング回転時にカッ
ティング アタッチメントが回転し続け
る場合、サービス店に点検と修理を依
頼してください。

アイドリング回転が不安定で、加速状
態が悪い場合は (LA スクリューの設定
を修正した後も )

アイドリング設定が薄すぎます：

FS 38 2-MIX

N 低速調整スクリュー (L) を最高でも
止まるまで、スムースに作動し滑
らかに加速するようになるまで、
反時計回りに慎重に回します。

FS 38

N 低速調整スクリュー (L) を、エンジ
ンがスムースに作動し十分に加速
するようになるまで、反時計回り
に約 1/4 回転ゆっくりと回します。

アイドリングが不安定な場合は

アイドリング設定が濃すぎます：

FS 38 2-MIX

N 低速調整スクリュー (L) を、エンジ
ンがスムースに作動して十分に加
速するようになるまで、時計回り
に止まるまでの範囲でゆっくりと
回します。

FS 38

N 低速調整スクリュー (L) を、エンジ
ンがスムースに作動し十分に加速
するようになるまで、時計回りに
約 1/4 回転ゆっくりと回します。

低速調整スクリュー (L) を調整する度
に、大抵の場合は、アイドリングスピ
ード調整スクリュー (LA) を設定変更す
る必要があります。

高地で作業する場合の微調整

エンジン性能が充分でない場合は、わ
ずかな調整が必要になる場合がありま
す :

FS 38 2-MIX

N 標準設定を行います。
N エンジンを暖機運転します。
N 高速調整スクリュー (H) を僅かに

時計回り ( 薄くする ) に回します - 
止まるまでの範囲で回します。

FS 38 2-MIX

N 標準設定を行います。
N エンジンを暖機運転します。
N 高速調整スクリュー (H) を僅かに

時計回り ( 薄くする ) に、3/4 回転
以内の範囲で回します。

注記
高地から降りてきた後は、キャブレタ
ーを標準設定に戻します。
設定を薄くしすぎると、潤滑オイルの
不足と過熱により、エンジンが破損す
る危険があります。
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日本語
N エンジンの出力が低下したり、始
動しにくくなったりアイドリング
が不安定になったら、先ずスパー
ク プラグを点検してください。

N 約 100 時間運転後には新品のスパ
ークプラグと交換してください - 
電極が極度に焼損している場合は
それよりも早く交換してくださ
い。スチール社が承認した、雑音
防止スパーク プラグのみをご使用
ください - 「技術仕様」の項を参
照してください。

スパーク プラグの取り外し

N 停止スイッチを 0 に動かします。

N スパーク プラグ ターミナル (1) を
抜き取ります。

N スパーク プラグを緩めます。

スパークプラグの点検

N 汚れたスパークプラグをきれいに
します。

N 電極ギャップ (A) を点検して、必要
な場合は調整します - 数値は 「技
術仕様」の項を参照してくださ
い。

N 以下のような、スパークプラグが
汚れる原因を排除してください。

原因：
– エンジンオイル混合量の過多
– エアーフィルターの汚れ
– 劣悪な使用環境

警告
アダプターナット (1) が緩んでいるか、
外れている場合はアークが発生するこ
とがあります。発火または爆発が起き
やすい環境下で作業を行うと、実際の
火災または爆発が発生する恐れがあり

ます。この場合、作業員が重傷を負っ
たり、建物に損傷を与えたりする可能
性があります。
N 抵抗入タイプのスパークプラグを

使用し、アダプターナットをしっ
かりと締め付けてください。

スパーク プラグの取り付け

N スパーク プラグを座位にねじ込
み、ターミナルをしっかり押し込
んで取り付けます。

スパーク プラグ
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日本語
エアー フィルターを掃除してキャブレ
ターを適切に調整しても、エンジンの
動作が不十分な場合は、マフラーが原
因の可能性があります。
マフラーが汚れていないか ( カーボン
で詰まる )、スチール サービス店で点
検してください。
当社では整備や修理を、認定を受けた
スチール サービス店のみに依頼される
ことをお勧めします。

約  3  ヵ月以上使用しない場合 : 
N 換気の良い場所で燃料タンクを空

にし、洗浄します。
N 燃料は、地域の環境規制条件通り

に処理してください。
N エンジンを運転してキャブレター

内の燃料を空にしてください - キ
ャブレターのダイヤフラムの固着
を防ぐうえで、有効です。

N カッティング アタッチメントを取
り外し、きれいにして点検してく
ださい。

N 機械を丁寧に掃除します - 特にエ
アー フィルターに注意します。

N 機械を乾燥した、安全な場所に保
管してください - 子供などによる
許可外の使用を避けてください。

パワーツールを地面に置く

N エンジンを停止してください。
N ループ ハンドルを下側に、シュラ

ウドを下方向に向けて、出力シャ
フトを上方向に向けて、刈払機を
置きます。

ナイロンラインの交換

必ず草刈ヘッドが摩耗していないか点
検してからナイロンラインを交換して
ください。

警告
摩耗がひどい場合、草刈ヘッド一式を
交換してください。
以降では、ナイロンカッティングライ
ンを 「ナイロンライン」または 「ライ
ン」と呼びます。
草刈ヘッドには、ナイロンラインの交
換に関するイラスト付きの説明書が同
梱されています。草刈ヘッドの取扱説
明書は安全な場所に保管してくださ
い。
N 必要に応じて、草刈ヘッドを取り

外します。

エンジンの動作 機械の保管 カッティング ヘッドの保守
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日本語
ナイロンラインの送り出し調整

STIHL オートカット

N 回転する草刈ヘッドを、地面に対
して平行に保ちます - 一度地面を
軽く叩きます - 新しいナイロンラ
インが約 3 cm (1.2 in) 送り出され
ます。

N 余分な長さのナイロンラインは、
デフレクター (2) のブレード (1) で
最適な長さにカットされます - 本
機で繰り返し地面を叩かないでく
ださい。

両方のラインの長さが 2.5 cm (1 in) の
最低長になるまでは、ラインが送り出
されます。
ナイロンラインが 2.5 cm (1 in) 未満に
なった場合：

警告
ケガをする危険を減らすために、必ず
エンジンを停止させてからナイロン製
カッティングラインを調整してくださ
い。
N 機械を裏返しにします。
N キャップを止まるまでスプールに

押し込みます。
N ラインの端をスプールから引き出

します。
スプールが空の場合は、ナイロンライ
ンを補充してください。

他のすべての草刈ヘッド

草刈ヘッドに添付されている説明書を
参照してください。

警告
ケガをする危険を減らすために、必ず
エンジンを停止させてからナイロン製
カッティングラインを調整してくださ
い。

ナイロンラインの交換

STIHL デュロカット

警告
ケガをする危険を減らすために、必ず
エンジンを停止させてから草刈ヘッド
の詰め替えを行ってください。
N 同梱されている取扱説明書の説明

に従い、草刈ヘッドにナイロンラ
インを取り付けます。

STIHL オートカット C 5-2

カッティング ヘッドの取外しとナイロ
ンラインの残存分の取外し

通常運転の場合、カッティング ヘッド
のナイロン ラインの送り出しをほぼ完
全に使い切ります。

N カッティングヘッドをしっかり保
持して、キャップ (1) が外れるまで
反時計回りに回します。

N スプール (2) をカッティング ヘッ
ド (3) から引き出して、残り部分を
外します。
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カッティング ヘッドの組み立て

N カッティング ヘッドに空のスプー
ルを取り付けます。

スプリング (4) が飛び出した場合：
N スプール (2) に、カチッと言う音が

してかみ合うまで押し込みます。
N カッティング ヘッドを取り付けま

す - 「カッティング ヘッドの取り
付け」を参照してください。

ナイロン ラインのスプールへの巻き込
み

N 直径 2.0 mm (0.08 インチ) の緑色の
ナイロンラインを使用してくださ
い。

N リールから長さ 2 m (6.6 フィート ) 
のナイロン ラインを 2 本切り出し
ます ( 特殊アクセサリー」の項を
参照 )。

N スプール (2) を、2 本の矢印の先が
揃うまで反時計回りに回します。

N 各ナイロンラインの真直ぐな端
を、カッティング ヘッド (3) の 1 
つのスリーブ (5) を通して手ごたえ
があるまで押し込みます - さらに
止まるまで押し続けます。

N カッティングヘッドをしっかり保
持します。

N 最短のナイロン ラインが長さ約 10 
cm (4 インチ ) になるまで、スプー
ルを反時計回りに回します。

N 必要に応じて、長すぎるナイロン 
ラインを長さ約 10 cm (4 インチ ) 
に切断します。

カッティング ヘッドにナイロンライン
が取り付けられました。
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STIHL オートカット 5-2

残っているナイロンラインを取り除く

N カッティングヘッドを開ける。片
手でしっかりと押さえてキャップ 
(1) を反時計回りに回します。

N スプール (2) を外してカッティング
ヘッドから取り出し、残っている
ナイロンラインを取り除きます。

ナイロン ラインのスプールへの巻き込
み

ナイロンラインを装備したスプール (
特殊アクセサリー ) を、以下の手順の
代わりに使用できます。

N 直径 2.0 mm (0.08 インチ) の緑色の
ナイロンラインを使用してくださ
い。

N リールから長さ 3 m (9.9 フィート ) 
のナイロン ラインを 2 本切り出し
ます ( 特殊アクセサリー」の項を
参照 )。

N 各ラインの端 (3) をスプールの穴 
(4) に挿入します。

N 穴の縁部分でラインを強く折り曲
げてください。

N ラインを整えながらスプールに強
く巻き付けます - ラインは各溝に
個別に巻き付けてください。

N ナイロンラインの端をノッチ (5) に
はめ込みます。

カッティング ヘッドの組み立て

注記
スプリングが取り付けられていること
を確認してください ( 「カッティング
ヘッドの取付け」の項を参照 )。
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N ライン (6) の端をスリーブ (7) に通
し、スプール (2) をヘッドに押し込
んで所定の位置にはめ込みます。

スプールを所定の位置に取付けるとき
に、ラインをノッチ (5) から外してくだ
さい。
N ラインが止まるまで末端を引っ張

ります。
N カッティング ヘッドを機械に取り

付けます。

カッティング ブレードの交換

STIHL ポリカット

新しいカッティング ブレードを取り付
ける前に、必ずカッティング ヘッドが
磨耗していないか点検してください。

警告
磨耗がひどい場合、カッティング ヘッ
ド一式を交換してください。

以降の部分では、プラスチック カッテ
ィング ブレードを 「ブレード」と呼び
ます。
カッティング ヘッドは、ブレードの交
換に関するイラスト付きの説明書が同
梱されて納入されます。 カッティング 
ヘッドに関する取扱説明書を、安全な
場所に保管してください。

警告
ケガの危険を低減するため、ブレード
を取り付ける前に必ずエンジンを停止
してください。
N カッティング ヘッドを取り外しま

す。
N イラスト付き説明書に図示されて

いるようにブレードを交換しま
す。

N カッティング ヘッドを再び取り付
けます。

燃料タンク内のピックアップボディ

N 燃料タンクのピックアップボディ
を毎年交換してください。

当社では整備や修理を、認定を受けた
スチール サービス店のみに依頼される
ことをお勧めします。 7
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スチール販売店による点検
と保守
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整備表

以下の整備周期は通常の作業条件を対象としていることに注意してください。 毎
日の作業時間が長い場合、あるいは作業条件が悪い場合 ( 非常にほこりの多い場
所など ) は、それに応じて、提示された間隔よりも短くしてください。
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損
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要
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場
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機械本体

目視検査 ( 状態と漏れ ) X X

掃除 X

損傷した部品は交換してください X

コントロール ハンドル 作動検査 X X

エアー フィルター

目視検査 X X

掃除 X X

交換 X

手動燃料ポンプ ( 取り付けられている場
合 )

点検 X

修理は STIHL サービス店に依頼してく
ださい 1) X

燃料タンク内のピックアップ ボディ

点検はサービス店に依頼してくださ
い。1) X

交換は STIHL サービス店に依頼してく
ださい 1) X X X

燃料タンク 掃除 X X

キャブレター
アイドルリング調整の点検 - カッティ
ング アタッチメントが回らないこと X X

アイドリング回転の調整 X

スパーク プラグ
電極ギャップの調整 X

約 100 運転時間ごとに交換

冷却風吸入部
目視検査 X

掃除 X

すべてのスクリューとナット ( 調整スク
リューを除く ) 締め直し X
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日本語
カッティング アタッチメント

目視検査 X X

交換 X

カッティング アタッチメントがしっか
りと固定されているか X X

安全ラベル 交換 X
1) STIHL では STIHL サービス店をお勧めします。

以下の整備周期は通常の作業条件を対象としていることに注意してください。 毎
日の作業時間が長い場合、あるいは作業条件が悪い場合 ( 非常にほこりの多い場
所など ) は、それに応じて、提示された間隔よりも短くしてください。
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本取扱説明書の記述を遵守して使用す
ると、機械の過度の磨耗や損傷が回避
されます。
本機の使用、整備並びに保管は、本取
扱説明書の記述に従って入念に行って
ください。
特に以下の場合のように、安全に関す
る注意事項、取扱説明書の記述内容及
び警告事項に従わずに使用したことに
起因する全ての損傷については、ユー
ザーが責任を負います：
– スチールが許可していない製品の

改造。
– 当製品への適用が承認されていな

い、適していない、または低品質
のツールやアクセサリーの使用。

– 指定外の目的に当製品を使用。
– スポーツ或いは競技等の催し物に

当製品を使用。
– 損傷部品を装備したままで当製品

を使用したことから生じる派生的
損傷。

整備作業

「整備表」に列記されている作業は、
必ず全て定期的に行ってください。整
備作業を使用者が自ら行えない場合
は、サービス店に依頼してください。
当社では整備や修理を、認定を受けた
スチール サービス店のみに依頼される
ことをお勧めします。スチール サービ
ス店には定期的にトレーニングを受け
る機会が与えられ、必要な技術情報の
提供を受けています。

上記整備作業を怠ったことが原因で生
じた以下のような損傷に対しては、上
記の例として、以下の部品が挙げられ
ます：
– 指定された時期に実施されなかっ

た整備や不十分な整備 ( 例：エア
ー フィルター、燃料フィルター )、
不適切なキャブレターの調整また
は不十分な冷却空気経路の掃除 (
エアー吸入スリット、シリンダー 
フィン ) が原因で生じたエンジン
の損傷。

– 不適切な保管に起因する腐食およ
びその他の派生的損傷。

– 低品質の交換部品を使用したこと
による本機の損傷。

磨耗部品

パワーツールの部品によっては、規定
どおりに使用しても通常の磨耗は避け
られません。これらの部品は、使用の
種類や期間に合わせて適時に交換して
ください。上記の例として、以下の部
品が挙げられます :
– カッティング アタッチメント ( 全

種 )
– カッティング アタッチメント固定

用パーツ ( ライダープレート、ナ
ット等 )

– カッティング アタッチメント用デ
フレクター

– クラッチ
– フィルター ( エアー フィルター、

燃料フィルター )
– リワインド スターター
– スパーク プラグ

磨耗の低減と損傷の回避
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1 ループハンドル
2 スリーブ
3 ストップ スイッチ
4 スロットル トリガー ロックアウト
5 スロットル トリガー
6 チョーク レバー
7 エアー フィルター カバー
8 タンク キャップ
9 燃料タンク
10 マシン サポート
11 手動燃料ポンプ
12 キャブレター調整スクリュー
13 スターター グリップ
14 スパーク プラグ ターミナル
15 マフラー
16 ライン制限ブレード
17 デフレクター
18 草刈ヘッド
19 ドライブチューブ
# 機械番号

主要構成部品

2

1 8
6

5

43 7

9

10
#

1311

15

12

14

23
4B

A
02

1 
K

N16

17

18

19

1

FS 38 31



日本語
エンジン

単気筒 2 サイクルエンジン

FS 38

FS 38 2-MIX

イグニッション システム

エレクトロニック マグネト イグニッシ
ョン

燃料システム

燃料ポンプ付き全方向ダイヤフラム式
キャブレター

重量

音圧・騒音・振動数値

音圧・音響・振動数値には、同じ暴露
時間でのアイドリングおよび最高定格
回転が含まれます。
振動に関する指令 2002/44/EC の遵守
の詳細については、www.stihl.com/vib 
をご覧ください。

FS 38、FS 38 2-MIX

ISO 22868 に準拠した音圧レベル Lp

ISO 22868 による音圧レベル Lw

ISO 22867 に準拠した振動加速度 
ahv,eq

指令 2006/42/EC に準拠した K-係数
は、音圧レベルおよび音響出力レベル
ついて 2.5 dB(A) です。指
令 2006/42/EC に準拠した K-係数は、
振動加速度について 2.0 m/s2 です。

REACH

REACH は EC の規定で、化学物質 
(CHemical substances) の登録 
(Registration)、評価 (Evaluation)、認可 
(Authorisation)、規制を意味します。
REACH 規定 (EC) No. 1907/2006 の遵
守の詳細については 
www.stihl.com/reach をご覧ください。

技術仕様

排気量： 27.2 cc
シリンダー径： 34 mm
ピストン ストロー
ク： 30 mm
ISO 8893 に準拠した
エンジン出力：

0.65 kW (0.9 HP) 
8,300 rpm

アイドリング回転
数： 2,800 rpm
回転数制御範囲 ( 定
格 )： 9,500 rpm
シャフト最高回転数 (
カッティング アタッ
チメント )： 10,400 rpm

排気量： 27.2 cc
シリンダー径： 34 mm
ピストン ストロー
ク： 30 mm
ISO 8893 に準拠した
エンジン出力：

0.65 kW (0.9 HP) 
8,500 rpm

アイドリング回転
数： 2,800 rpm
回転数制御範囲 ( 定
格 )： 10,000 rpm
シャフト最高回転数 (
カッティング アタッ
チメント )： 10,400 rpm

スパーク プラグ ( 抵
抗入タイプ )：

Bosch WSR 6 F
、
NGK BPMR 7 A

電極ギャップ : 0.5 mm

燃料タンク容量 : 330 cc (0.33 l)

燃料無しの状態、カッティング アタッ
チメントとデフレクターを除く
FS 38： 4.1 kg
FS 38 2-MIX： 4.2 kg

94 dB(A)

108 dB(A)

左ハンドル 右ハンドル
8.0 m/s2 8.0 m/s2
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本機を使用する方が実施できる保守お
よび整備作業は、本取扱説明書に記述
されていることだけです。それ以外の
修理はすべてサービス店に依頼してく
ださい。
当社では整備や修理を、認定を受けた
スチール サービス店のみに依頼される
ことをお勧めします。スチール サービ
ス店には定期的にトレーニングを受け
る機会が与えられ、必要な技術情報の
提供を受けています。
修理時には、当社が本機への使用を承
認した、または技術的に同等な交換部
品だけをご使用ください。高品質の交
換部品のみを使用して、事故および本
機の損傷を回避してください。
当社ではスチール オリジナルの交換部
品のご使用をお勧めします。
スチール純正部品には、スチール部品
番号、 { ロゴマークおよびス
チール部品シンボル マーク K が刻印
されています。( 小さな部品では、シン
ボルマークだけが刻印されているもの
もあります。)

国別の廃棄の規則および規制を順守し
てください。

スチール製品は、家庭用ごみ入れに廃
棄しないでください。 製品、アクセサ
リー、包装は、環境に配慮してリサイ
クルを行うため、認可された廃棄場に
持ち込んでください。
廃棄物処理の最新情報については、ス
チール サービス店へお問い合わせくだ
さい。

ANDREAS STIHL AG & Co. KG
Badstr.115
D-71336 Waiblingen
Germany ( ドイツ )
は、独占的な責任下で下記の製品が

指令 2006/42/EC、2014/30/EU、およ
び 2000/14/EC の関連する条項に適合
しており、製造の時点で有効であった
次の規格のバージョンに準拠して開発
および製造されたことを保証いたしま
す：
EN ISO 11806-1、EN 55012、
EN 61000-6-1
音響出力レベルは、測定値並びに確保
数値共に、2000/14/EC の補遺条項 V 規
定に準拠した ISO 10884 に基づいてい
ます。
音響出力レベル測定値

確保される音響出力レベル

技術資料の保管場所：
ANDREAS STIHL AG & Co. KG
Produktzulassung
製品の製造年および機械番号は、機械
に表示されています。

整備と修理 廃棄
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EC 適合証明書

製品名： 刈払機
メーカー名： STIHL
型式： FS 38
シリーズ番号： 4140
排気量： 27.2 cc

FS 38： 108 dB(A)

FS 38： 110 dB(A)
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Waiblingen にて発行、2016 年 10 月 28
日
ANDREAS STIHL AG & Co. KG

Thomas Elsner
製品管理およびサービス部長
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